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1. 平成28年11月期第2四半期の連結業績（平成27年12月1日～平成28年5月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年11月期第2四半期 11,655 △1.9 1,081 30.3 1,128 26.5 977 63.6
27年11月期第2四半期 11,879 4.4 830 30.6 892 33.1 597 42.4

（注）包括利益 28年11月期第2四半期 386百万円 （△70.7％） 27年11月期第2四半期 1,319百万円 （292.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年11月期第2四半期 43.48 ―
27年11月期第2四半期 26.05 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年11月期第2四半期 34,870 25,869 73.5
27年11月期 33,427 25,851 76.7
（参考）自己資本 28年11月期第2四半期 25,646百万円 27年11月期 25,625百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年11月期 ― 7.00 ― 8.00 15.00
28年11月期 ― 12.00
28年11月期（予想） ― 8.00 20.00

3. 平成28年11月期の連結業績予想（平成27年12月 1日～平成28年11月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,500 3.3 1,800 14.0 1,940 10.7 1,430 9.9 63.80



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記の業績予想につきましては、現時点で得られた情報に基づいて算定しておりますが、多分に不確実な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績
は、業況の変化などにより業績予想と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想な
どの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年11月期2Q 22,937,038 株 27年11月期 22,937,038 株
② 期末自己株式数 28年11月期2Q 536,808 株 27年11月期 246,708 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年11月期2Q 22,482,672 株 27年11月期2Q 22,927,312 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、原油

安を背景に企業収益が好調に推移し、景気の緩やかな回復基調が継続しておりますが、為替や原

材料価格の急激な変動や海外経済の下振れにより、先行きは依然不透明な状況となっております。 

このような状況の下で当社グループは、前連結会計年度（平成27年11月期）よりスタートしま

した10ヶ年の中長期経営計画「Next Stage 10」の目標達成に向けて、各種施策に取り組んでお

ります。安定基盤事業としての化成品事業においては、主力のアクリル酸エステルの収益性アッ

プと海外拡販に注力しております。先端材料事業としての電子材料事業においては、主力製品の

シェア拡大と次世代表示材料の開発に努めてまいりました。また、機能化学品事業においては、

新規分野の開拓と海外拡販の強化とともに、既存製品の合理化と拡販による採算性の改善を進め

てまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は116億５千５百万円（前年同四半期比1.9％

減）、営業利益は10億８千１百万円（前年同四半期比30.3％増）、経常利益は11億２千８百万円

（前年同四半期比26.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は９億７千７百万円（前年同

四半期比63.6％増）となりました。 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。（セグメント間取引を含んでおります。） 

①化成品事業 

化成品事業におきましては、アクリル酸エステルグループは、自動車塗料用や光学材料向け

粘着剤用の販売が堅調に推移しましたが、海外向けの販売が低調となり売上高は減少いたしま

した。メタクリル酸エステルグループは、海外向けは低迷しましたが、建材向けが回復し売上

高は横ばいとなりました。また、原価低減の効果等により、セグメント利益は増加いたしまし

た。この結果、売上高は52億１千６百万円（前年同四半期比5.1％減）、セグメント利益は２

億７千４百万円（前年同四半期比48.6％増）となりました。 

②電子材料事業 

電子材料事業におきましては、表示材料グループは、パネルメーカーの稼働低下や在庫調整

の影響により、売上高は減少いたしました。半導体材料グループは、販売が堅調に推移し、売

上高は増加いたしました。また、売上高の減少に伴いセグメント利益は横ばいとなりました。

この結果、売上高は36億６千４百万円（前年同四半期比1.6％減）、セグメント利益は５億７

千６百万円（前年同四半期比0.9％増）となりました。 

③機能化学品事業 

機能化学品事業におきましては、化粧品原料グループは、海外向け販売が好調に推移し売上

高は増加いたしました。機能材料グループは、販売が低調に推移し売上高は減少いたしまし

た。また、利益率の高い製品比率の増加によりセグメント利益は大幅に増加いたしました。こ

の結果、売上高は28億５千４百万円（前年同四半期比5.7％増）、セグメント利益は２億４千

２百万円（前年同四半期比220.6％増）となりました。 

 

(2)  連結財政状態に関する説明 

（総資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて14億４千３百万円

増加し、348億７千万円となりました。これは、主に現金及び預金の増加、有形固定資産の増加

及び投資有価証券の減少などによるものです。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べて14億２千４百万円増

加し、90億１百万円となりました。これは、主に支払手形及び買掛金の増加、未払金の増加及び

長期借入金の増加などによるものです。 

（純資産） 
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当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べて１千８百万円増加

し、258億６千９百万円となりました。これは、主に利益剰余金の増加及びその他有価証券評価

差額金の減少などによるものです。 

 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べて13億

４千８百万円増加し、35億２千１百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおり

であります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、22億９百万円の増加（前年同四半期は18億５百万円

の増加）となりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益、減価償却費、売上債権の減

少額及び仕入債務の増加額などによるものです。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、９億８百万円の減少（前年同四半期は13億２千３百

万円の減少）となりました。これは、主に定期預金の預入による支出、定期預金の払戻による

収入及び有形固定資産の取得による支出などによるものです。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、６千１百万円の増加（前年同四半期は３億９百万円

の減少）となりました。これは、主に長期借入れによる収入、長期借入金の返済による支出、

自己株式の取得による支出及び配当金の支払額などによるものです。 

 

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年６月17日に公表いたしました連結業績予想から修正はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(会計方針の変更) 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号平成25年９月13日。以下「企業結合会計

基準」という。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号平成25年９月13日。

以下「連結会計基準」という。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号平成

25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。)等を第１四半期連結会計期間から適用

し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計

上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更してお

ります。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会

計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映さ

せるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び
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連結財務諸表の組替えを行っております。 

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変

動を伴わない子会社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によ

るキャッシュ・フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もし

くは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費用に係るキャッシ

ュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更しておりま

す。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項(４)、連結会計基準第44-

５項(４)及び事業分離等会計基準第57-４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四

半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。なお、当第２四半期連結累

計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 

 

（減価償却方法の変更） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取

扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間に適用し、平成

28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に

変更しております。なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

 

(4) 追加情報 

(確定拠出年金制度への移行) 

当社及び国内連結子会社は、平成27年12月１日に確定給付企業年金制度の一部について確定拠

出年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第

１号）を適用しております。本移行に伴う退職給付債務の減少による113,931千円の特別利益を

当第２四半期連結累計期間に計上いたしました。 

 

(法人税率の変更等による影響)  

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正

する等の法律」（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以降

に開始する連結会計年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、

繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の32.1％から平成28年12月

１日及び平成29年12月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については30.

7％に、平成30年12月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については3

0.5％となります。なお、この税率変更による損益に与える影響は軽微であります。 
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(4)  四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報） 

 【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自  平成26年12月１日  至  平成27年５月31日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

化成品 
事業 

電子材料 
事業 

機能化学品
事業 

計 

売上高   

  外部顧客への売上高 5,498,959 3,723,613 2,656,852 11,879,425 － 11,879,425

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ － 45,216 45,216 △45,216 －

計 5,498,959 3,723,613 2,702,068 11,924,641 △45,216 11,879,425

セグメント利益 184,718 570,910 75,638 831,267 △1,254 830,012

(注)  １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自  平成27年12月１日  至  平成28年５月31日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ 

化成品 
事業 

電子材料 
事業 

機能化学品
事業 

計 

売上高   

  外部顧客への売上高 5,216,409 3,664,706 2,773,938 11,655,054 － 11,655,054

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ － 80,900 80,900 △80,900 －

計 5,216,409 3,664,706 2,854,838 11,735,955 △80,900 11,655,054

セグメント利益 274,408 576,235 242,521 1,093,166 △11,414 1,081,752

(注)  １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

３  報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以降に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償

却方法を同様に変更しております。当該変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与

える影響は軽微であります。 
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